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一
序
説
二
道
路
費
用
の
性
格
―
―
―
自
動
車
課
税
の
問
題
点
1
道
路
費
用
の
配
分
2
適
正
自
動
車
課
税
へ
の
接
近
四
結
語
産
業
革
命
に
当
っ
て
、
文
字
通
り
諸
産
業
の
発
達
を
促
進
し
そ
の
牽
引
力
を
如
実
に
示
し
た
鉄
道
は
、
そ
れ
自
体
も
急
速
な
発
展
を
見
せ
た
が
、
今
日
で
は
も
は
や
斜
陽
化
の
道
を
辿
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
鉄
道
に
か
わ
っ
て
、
鉄
道
の
分
野
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
分
野
を
自
動
車
が
蚕
食
し
、
つ
い
に
鉄
道
は
そ
の
創
設
以
来
持
ち
つ
づ
け
て
来
た
独
占
的
地
位
を
捨
て
、
自
動
車
運
送
と
競
争
の
場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
鉄
道
は
既
に
運
送
す
る
権
利
を
失
い
な
が
ら
、
運
送
す
る
義
務
を
残
さ
れ
、
そ
の
ク
リ
ー
ム
に
当
る
運
送
対
象
は
自
動
車
に
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
道
運
送
は
、
次
第
に
そ
の
運
送
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
g
 
ア
を
狭
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
沼
一
考
察
田
昭
四
六
夫
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第 1表 英国における鉄道と道路運送の特徴
道路費用と自動車課税についての一考察（沼田）
I 鉄 道 I 道 路 | 
ルートの状態 直線ルート 国 内 横 断
交 通 量 頻 繁 閑 散
距 離 長 距 離 短 距 離
鉄道への接近 直接（側線） 間 接
荷 扱 し、 機 械 化 人 力
積 荷 大量（車扱） 少量（トラック車扱）
貨 物 頑 丈 こわれ易い
J. ~- Sargent : British Transport Policy, 1958. p.28 
例
え
ば
、
自
動
車
運
送
は
、
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鉄
道
の
後
退
と
自
動
車
の
進
出
は
、
交
通
業
の
新
陳
代
謝
を
活
澄
化
し
、
両
交
通
機
関
の
競
争
を
益
々
深
刻
な
も
の
と
③
 
こ
の
よ
う
な
変
化
の
起
っ
て
き
た
理
由
は
鉄
道
と
自
動
車
の
も
つ
特
徴
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
（
第
一
表
）
d
o
o
r
 to 
d
o
o
r
 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
と
こ
れ
に
よ
っ
て
節
約
さ
れ
る
運
送
時
間
と
包
装
費
の
点
で
そ
の
有
利
性
を
発
揮
す
る
。
同
時
に
、
自
動
車
運
送
の
経
営
は
概
ね
中
小
規
模
の
も
の
が
多
く
相
互
に
競
争
的
で
あ
り
、
四
七
ま
た
、
運
送
車
両
単
位
の
小
な
る
こ
と
が
経
営
を
弾
力
的
に
し
、
そ
の
費
用
構
造
も
鉄
道
の
場
合
と
異
っ
て
固
定
費
の
部
分
は
小
で
、
費
用
の
大
部
分
は
可
14 
変
費
に
属
す
る
こ
と
な
ど
自
動
車
運
送
の
特
徴
的
性
格
は
鉄
道
運
送
の
そ
れ
と
対
照
的
な
点
が
多
い
。
殊
に
両
者
が
競
争
的
立
場
に
立
つ
と
き
、
こ
れ
ら
の
点
が
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
固
定
費
の
総
費
用
中
に
占
め
る
割
合
の
大
小
が
こ
4
で
は
特
に
注
目
さ
れ
（
第
二
表
）
こ
の
点
は
、
こ
4
で
は
、
換
言
す
れ
ば
、
通
路
の
費
用
の
負
担
を
め
ぐ
る
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
鉄
道
お
よ
び
自
動
車
の
両
者
の
競
争
条
件
は
、
こ
の
通
路
費
用
の
負
担
に
お
い
て
著
し
い
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
如
く
、
鉄
道
は
自
己
の
路
線
そ
の
他
の
厖
大
な
固
定
設
備
を
私
有
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
固
定
設
備
に
つ
い
て
発
生
す
る
費
用
の
負
担
は
、
鉄
道
自
身
に
か
か
っ
て
｀
く
る
。
し
か
し
、
輸
送
量
が
大
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
が
、
520 
第2表 交通機関別費用構成
I 固定費（形） I 可変費（形）
鉄 道 61 39 
海 運 56 44 
水 運 44 56 
運 河 61 39 
ノ‘`  ス 40 60 
道路費を含むバス 46 54 
卜 ラ ツ ク 32 68 
道路費を含むトラック 50 50 
空 運 54 46 
Carl Pirath: Die Grundlagen der Verkehrswirtschaft. 
1949 S.242 
ど
の
自
動
車
課
税
や
通
行
料
に
よ
っ
て
道
路
費
用
の
一
部
は
、
直
接
間
接
に
て
、
自
動
車
の
使
用
す
る
道
路
は
、
自
己
の
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
設
備
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
費
用
構
造
の
差
は
、
通
路
費
用
の
負
担
の
有
無
に
あ
の
負
担
を
感
じ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
費
用
中
に
占
め
る
割
合
が
大
で
あ
る
た
め
、
鉄
道
に
お
け
る
よ
う
な
固
定
費
こ
れ
に
反
し
て
、
自
動
車
運
送
は
、
運
送
用
役
に
関
連
す
る
可
変
費
の
総
輸
送
量
が
小
で
あ
れ
ば
単
位
運
送
量
当
り
の
負
担
は
重
く
な
る
。
鉄
道
経
営
が
大
量
輸
送
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
な
り
た
た
な
い
こ
と
は
こ
の
点
か
ら
で
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
鉄
道
が
自
己
の
通
路
を
所
有
し
て
い
る
の
反
し
で
あ
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
が
燃
料
税
・
登
録
税
な
負
担
し
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
な
お
、
自
動
車
が
道
路
費
用
の
負
担
を
免
れ
て
き
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
山
M
.
L
•
F
a
i
rand. E
.
W
.
 W
i
l
l
i
a
m
s
,
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n
,
 
1950. 
p.139. 
図
等
級
の
低
い
嵩
高
貨
物
は
除
い
て
、
道
路
運
送
業
者
は
幹
線
に
沿
っ
て
、
大
量
重
量
貨
物
の
定
期
的
運
送
に
従
事
し
、
鉄
道
に
は
む
し
ろ
辺
鄭
な
地
方
へ
不
定
期
的
小
口
貨
物
の
運
送
で
比
較
的
費
用
の
か
か
る
運
送
を
残
し
た
。
M
.
R
.
B
o
n
a
v
i
a
,
 
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
T
r
a
n
s
p
o
r
t
.
 
1949. 
p.186. 
⑱
J.R. 
Sargent, British 
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 Policy, 
1958. 
p.28. 
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
四
八
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道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
需
要
（
観
光
・
ド
ラ
イ
ヴ
）
を
除
い
て
派
生
需
要
と
呼
ば
れ
る
。
四
九
山
可
変
費
は
九
0
％
以
上
一
0
0％
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
D
o
n
a
l
dV•Harper, 
E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 o
f
 t
h
e
 M
o
t
o
r
 T
r
u
c
k
i
n
g
 
I
n
d
u
s
t
r
y
 b
y
 t
h
e
 States, 
1959. p.23 
道
路
交
通
用
役
の
需
要
が
多
種
の
用
途
に
亘
る
複
合
需
要
で
あ
る
こ
と
は
、
道
路
が
単
に
経
済
的
輸
送
の
み
で
な
く
、
政
治
・
文
化
・
治
安
・
軍
事
的
用
途
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
交
通
用
役
は
即
時
財
で
あ
り
、
道
路
の
利
用
は
時
間
的
・
場
所
的
に
不
均
等
で
あ
り
、
そ
の
需
要
は
、
こ
こ
に
み
る
如
き
需
要
の
も
つ
種
々
の
点
は
道
路
費
用
に
反
映
す
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
道
路
費
用
は
建
設
時
乃
至
拡
張
時
に
巨
大
な
固
定
設
備
を
必
要
と
し
7
償
却
•
利
子
な
ど
固
定
的
費
用
の
総
費
用
に
対
す
る
比
率
が
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
限
界
費
用
•
平
均
費
用
は
操
業
度
が
高
い
程
換
言
す
れ
ば
交
通
量
の
大
な
る
程
或
る
点
ま
で
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
。
道
路
の
設
備
単
位
は
大
で
あ
っ
て
、
一
部
の
本
源
的
し
か
も
そ
の
容
最
が
固
定
的
で
あ
る
た
め
、
過
小
交
通
量
の
場
合
に
は
、
道
路
利
用
の
不
均
等
か
ら
オ
フ
。
ヒ
ー
ク
の
状
態
を
生
じ
て
設
備
の
遊
休
化
を
来
し
、
建
設
費
の
ロ
ス
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
容
量
の
限
度
に
近
ず
く
に
つ
れ
て
、
混
雑
や
交
通
麻
痺
を
生
じ
、
速
度
・
安
全
・
正
確
な
ど
道
路
用
役
の
低
下
を
伴
う
。
②
 
ま
た
、
道
路
交
通
用
役
の
道
路
に
対
す
る
重
量
・
占
有
空
間
・
台
数
な
ど
も
多
種
に
及
ぶ
。
③
 
こ
れ
ら
の
諸
事
情
に
加
え
て
、
道
路
が
「
過
去
の
遺
産
」
と
称
し
う
る
資
本
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
並
び
に
道
路
が
非
商
業
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
道
路
交
通
の
費
用
を
社
会
的
費
用
と
し
て
把
握
す
る
と
き
、
そ
れ
を
極
め
て
困
難
な
も
の
に
し
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(1) 
て
し
ま
う
要
因
で
あ
る
。
百万ドル
Pavement 25 
Grading and 
drainage 
11 
Structure 5 
Joint cost 40 
Total 81 
と
も
あ
れ
、
道
路
運
送
は
、
巨
額
の
固
定
費
負
担
の
少
か
ら
ぬ
部
分
を
免
れ
て
い
る
わ
け
で
、
む
し
ろ
、
道
路
運
送
に
お
い
て
は
、
道
路
の
費
用
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
間
接
的
な
手
段
に
よ
っ
て
、
固
定
費
の
部
分
に
属
す
る
も
の
を
可
変
費
に
転
換
し
て
負
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
ゞ
し
、
道
路
運
送
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
課
税
の
形
で
通
路
の
費
用
は
負
担
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
鉄
道
運
送
の
場
合
は
、
間
接
費
負
担
の
仕
方
に
つ
い
て
は
そ
の
経
営
体
に
委
ね
ら
れ
て
ど
こ
で
負
担
す
る
か
と
い
う
自
由
を
有
す
固
る。
さ
て
、
焦
点
は
道
路
費
用
に
限
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
道
路
は
、
過
去
の
原
始
費
用
(original
cost)・
が
不
当
に
低
く
、
ま
た
、
建
設
、
維
持
に
当
っ
て
は
租
税
に
よ
り
負
担
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
少
く
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
道
路
運
送
の
経
済
性
を
高
め
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
且
、
今
日
鉄
道
運
送
と
の
競
争
条
件
の
平
等
化
の
点
か
ら
道
路
費
用
は
道
路
運
送
の
総
費
用
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
で
は
、
道
路
費
用
の
公
正
な
負
担
は
果
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
鉄
道
と
自
動
車
が
公
平
な
競
争
条
件
に
た
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
は
、
こ
れ
ら
と
関
連
し
て
自
動
車
課
税
を
め
ぐ
っ
て
道
路
費
用
の
配
分
と
そ
の
基
準
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。
米
国
に
お
け
る
一
九
五
二
年
の
道
路
費
用
は
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
R. 
Ferguson, A
 M
a
r
g
i
n
a
l
 Cost Function for H
i
g
h
w
a
y
 
Construction a
n
d
 
Operation, A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Review, Vol·XLVIII•No.2 
M
a
y
.
 1958. 
p.224. 
③
Cf. 
E
m
e
r
y
 Troxel, E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of Transport, 1955. 
pp.133ー
4
3
.
③
"
l
e
g
a
c
y
 f
r
o
m
 the past." 
M
.
R
.
 Bonavia, op. 
cit. 
p.23. 
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
五
0
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一
般
租
税
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
利
用
者
税
1 
に
負
担
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
方
法
は
、
用
者
は
主
と
し
て
自
動
車
で
あ
る
か
ら
p
a
y
,
a
s
,
y
o
u
-
g
o
b
a
s
i
s
 
に
基
い
て
課
税
の
根
拠
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
機
関
岳
の
競
争
条
件
を
是
正
し
、
道
路
建
設
を
政
治
と
切
り
離
し
て
経
済
的
基
盤
に
基
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
良
は
量
的
に
厖
大
で
あ
り
、
道
路
網
の
複
雑
さ
と
そ
の
機
能
の
重
要
性
か
ら
公
共
的
性
格
を
有
す
る
が
、
課
税
に
つ
い
て
の
利
用
者
利
益
と
費
用
原
理
を
道
路
経
済
に
適
用
す
る
の
で
あ
る
d
し
か
し
、
道
路
の
非
経
済
的
利
用
を
除
い
て
考
え
る
と
し
て
も
な
お
、
自
動
車
課
税
の
公
平
を
期
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
道
路
費
用
の
配
分
と
い
う
点
か
ら
、
二
つ
の
考
え
方
が
基
本
的
に
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
、
道
路
交
通
用
役
に
伴
い
発
生
し
た
道
路
費
用
に
比
例
し
て
受
益
者
に
そ
れ
を
配
分
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
考
え
方
は
、
道
路
使
用
者
の
受
け
た
用
役
の
価
値
に
比
例
し
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
(
1
)
 
(6) (5) (4) 
J.R. 
Sargent. op. 
cit. 
p.38. 
J.R. 
Sargent.0p. cit. 
p.88. 
A
.
M
.
 Milne, T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
Inland Transport, 1955. 
p.138. 
道
路
費
用
の
配
分
五
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
路
は
そ
の
建
設
又
は
拡
張
に
当
っ
て
巨
大
な
資
本
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
道
路
費
用
の
主
な
問
題
の
―
つ
は
こ
の
建
設
費
用
の
負
担
を
如
何
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
建
設
後
の
維
持
管
理
費
用
も
こ
れ
に
含
め
て
、
道
路
費
用
の
使
用
者
に
対
す
る
負
担
は
、
交
通
業
に
お
け
る
競
争
と
交
通
調
整
の
面
か
ら
益
々
重
視
さ
れ
て
き
た
。
(user t
a
x
e
s
)
 
道
路
費
用
は
過
去
に
お
い
て
、
一
般
課
税
よ
り
も
便
利
で
あ
り
徴
収
し
易
く
、
道
路
の
利
つ
ま
り
、
道
路
の
建
設
改
に
よ
っ
て
直
接
利
用
者
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て
道
路
費
用
を
受
益
者
に
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
な
。
前
者
に
属
す
る
方
法
と
し
て
限
界
理
論
っ
た
基
本
的
道
路
(basic
r
o
a
d
)
を
想
定
し
、
全
車
両
に
こ
の
費
用
を
配
分
し
、
そ
の
費
用
と
重
量
車
両
が
走
行
可
能
な
現
実
の
道
路
の
費
用
と
の
差
額
を
更
に
重
量
車
両
の
程
度
に
応
じ
て
配
分
し
て
行
く
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
配
分
基
準
は
、
道
路
建
設
に
当
っ
て
構
造
上
、
最
も
関
連
の
深
い
車
軸
荷
重
に
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
基
本
的
道
路
の
合
理
性
と
そ
の
決
定
に
あ
る
。
同
様
に
し
て
道
路
費
用
を
機
能
別
に
分
類
し
て
、
道
路
利
用
者
の
負
担
が
利
用
道
路
網
の
費
用
と
比
例
的
関
係
に
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
方
法
が
あ
る
。
車
両
の
走
行
距
離
・
大
き
さ
・
重
量
と
は
無
関
係
な
美
化
造
園
な
ど
の
費
用
は
costs
と
呼
ば
れ
、
各
車
両
の
グ
ル
ー
プ
に
車
両
台
数
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
。
s
t
a
n
d
'
b
y
 o
r
 ready,to,serve 
連
す
る
費
用
を
含
む
n
o
n
,
w
e
i
g
h
t
-
u
s
e
costs
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
の
建
設
・
維
持
費
を
走
行
距
離
に
従
っ
て
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
道
路
費
用
は
、
w
e
i
g
h
t
,
u
s
e
costs
と
呼
ば
れ
、
走
行
距
離
・
車
両
の
大
き
さ
・
重
量
の
別
に
関
連
す
る
も
の
伺
で
操
業
ト
ン
マ
イ
ル
に
従
い
配
分
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
総
ト
ン
マ
イ
ル
法
が
総
費
用
を
配
分
す
る
の
と
異
り
、
重
量
と
距
離
が
影
響
を
も
つ
費
用
の
み
を
配
分
す
る
点
が
や
4
精
密
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
総
道
路
費
用
の
配
分
を
行
う
と
し
て
も
な
お
m
 
完
全
な
費
用
配
分
方
法
と
は
い
い
難
く
、
む
し
ろ
総
ト
ン
マ
イ
ル
説
の
誤
謬
を
指
摘
し
た
に
止
ま
る
。
他
方
、
受
益
者
の
受
け
た
利
益
即
ち
用
役
価
値
に
従
い
費
用
配
分
を
行
う
方
法
と
し
て
総
ト
ン
マ
イ
ル
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岡、
(
g
r
o
s
s
,
t
o
n
,
m
i
l
e
 theory)
こ
の
方
法
は
車
両
重
量
と
走
行
哩
数
の
積
に
比
例
し
て
重
量
別
車
両
グ
ル
ー
プ
に
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
配
分
の
甚
準
と
す
る
数
値
が
必
ず
し
も
道
路
用
役
価
値
の
負
担
さ
れ
る
べ
き
総
費
用
を
全
車
両
叉
は
第
二
の
費
用
は
、
車
両
の
大
き
さ
と
重
量
の
別
に
関
5
 
(
i
n
c
r
e
m
e
n
t
a
l
 theory)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
軽
量
車
両
の
走
行
に
充
分
な
構
造
を
も
五
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um 
こ
の
よ
う
な
混
雑
の
発
生
す
る
道
路
に
お
い
て
は
、
通
常
私
的
限
界
費
用
と
社
会
的
限
界
費
用
と
の
乖
離
は
益
々
大
と
な
る
。
例
え
の
増
大
に
よ
っ
て
、
鉄
道
や
空
運
へ
交
通
量
の
転
換
が
あ
り
う
る
。
c
o
s
t
 t
h
e
o
r
y
,
 t
h
e
o
r
y
 o
f
 
differential 
benefits, 
s
p
a
c
e
,
t
i
m
e
 t
h
e
o
r
y
)
が
あ
る
が
、
五
測
定
と
一
致
せ
ず
、
用
役
価
値
は
む
し
ろ
積
荷
の
如
何
、
用
役
の
質
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
路
使
用
に
よ
っ
て
受
担
の
過
重
を
も
た
ら
し
た
。
要
す
る
に
、
道
路
費
用
は
総
重
量
や
ト
ン
マ
イ
ル
と
は
関
連
せ
ず
、
道
路
建
設
時
に
技
術
的
に
考
慮
さ
れ
る
の
は
総
重
量
で
は
な
く
て
車
軸
荷
重
で
あ
る
。
但
し
、
先
の
方
法
は
調
査
は
簡
単
で
、
過
去
の
調
査
に
よ
れ
ば
全
体
と
し
て
概
ね
必
圃
要
な
負
担
か
或
い
は
そ
れ
以
上
の
負
担
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
て
い
る
。
皿
こ
の
他
に
も
用
役
価
値
の
測
定
基
準
を
運
転
費
・
距
離
及
び
時
間
の
差
に
よ
る
便
益
・
空
問
及
び
時
間
に
求
め
る
方
法
(
o
p
e
r
a
t
i
n
g
,
こ
れ
ら
の
方
法
は
何
れ
も
配
分
方
法
un 
に
一
長
一
短
が
あ
っ
て
、
組
合
せ
て
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
理
的
配
分
に
近
ず
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
適
正
自
動
車
課
税
へ
の
接
近
価
格
形
成
に
お
け
る
社
会
的
厚
生
極
大
化
の
条
件
は
、
限
界
費
用
価
格
決
定
原
理
よ
り
、
限
界
費
用
に
価
格
を
等
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
交
通
業
の
な
か
で
も
、
鉄
道
や
道
路
の
如
く
固
定
費
用
の
比
率
の
高
い
交
通
機
関
で
は
、
運
送
需
要
の
不
均
等
か
ら
遊
休
設
備
を
生
じ
、
価
格
を
限
界
費
用
に
等
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
の
引
下
げ
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
通
量
が
輸
送
能
力
に
近
ず
く
に
つ
れ
て
陰
路
を
呈
し
て
交
通
の
流
れ
を
阻
げ
限
界
費
用
は
逓
増
す
る
。
道
路
網
に
お
け
る
混
雑
部
分
は
交
通
量
を
減
少
さ
せ
、
閑
散
部
分
に
は
交
通
量
を
増
大
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
に
は
料
金
徴
収
の
ほ
か
特
定
車
種
の
乗
り
入
れ
禁
止
や
駐
車
制
限
な
ど
の
手
段
が
と
ら
れ
る
が
好
ま
し
く
な
い
結
果
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
道
路
交
通
の
価
格
(
2
)
 
け
る
用
役
価
値
は
必
ず
し
も
重
量
に
比
例
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
般
的
に
こ
の
方
法
の
適
用
は
、
重
量
物
グ
ル
ー
プ
に
税
負
526 
用
と
価
格
が
等
し
い
と
い
う
ビ
グ
ー
の
条
件
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
税
は
そ
の
徴
収
技
術
上
可
成
り
簡
単
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
交
通
量
の
最
適
配
分
は
益
々
困
難
と
な
る
。
凹
た
だ
し
、
車
両
走
行
に
よ
っ
て
生
じ
る
路
面
損
傷
の
如
き
費
用
は
社
会
的
限
界
費
用
に
比
較
し
て
著
し
く
小
で
あ
る
か
ら
む
し
ろ
無
視
皿
し
う
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
場
合
の
適
正
妥
当
な
燃
料
税
・
通
行
料
を
限
界
費
用
価
格
決
定
原
理
に
立
脚
し
て
求
め
て
み
よ
う
。
限
界
費
て
く
る
。
第 1図
Y
 
D
 
T'(Il)T(IJ)Tl(DT(D T'T x
 （註） A.A.Walters, The Theory and 
Measurement of Private and Social Cost 
of Highway Congestion, Econometrica, 
Vol. 29. No. 4. (Oct. 1961) p.678より，
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。
そ
の
と
き
地
方
免
許
料
が
補
足
的
手
段
と
し
て
意
味
を
も
っ
安
い
燃
料
の
輸
送
を
目
的
と
す
る
運
送
を
惹
起
す
る
お
そ
れ
が
あ
税
が
こ
の
場
合
最
も
有
効
で
あ
る
が
、
都
市
と
地
方
の
税
率
の
差
う
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
課
税
は
都
市
内
高
い
か
ら
、
都
市
に
お
け
る
自
動
車
課
税
は
よ
り
高
率
と
な
る
よ
ま
た
、
一
般
に
都
市
は
地
方
に
比
較
し
て
道
路
の
混
雑
の
度
が
（
第
一
図
）
こ
れ
に
当
る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
通
行
料
の
よ
う
な
形
閥
で
そ
の
乖
離
を
埋
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
走
行
距
離
に
基
く
よ
う
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
燃
料
に
は
限
界
が
あ
り
、
差
が
甚
だ
し
い
と
き
は
、
地
方
か
ら
都
市
へ
ば
、
常
に
交
通
麻
痺
を
生
じ
る
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
は
ほ
ゞ
五
四
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つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
一
般
都
市
燃
料
税
の
最
適
値
の
算
出
を
試
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
費
用
函
数
と
需
要
函
数
で
あ
る
。
費
用
条
件
は
、
道
路
の
新
規
建
設
や
拡
張
工
事
に
際
し
て
大
き
く
変
化
す
る
以
外
は
、
道
路
上
の
交
通
量
に
よ
っ
て
決
定
闘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
需
要
曲
線
は
、
有
効
な
通
行
料
の
決
定
や
道
路
改
良
の
効
果
測
定
に
関
し
て
重
要
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
そ
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
適
正
通
行
料
の
算
定
を
極
め
て
難
事
業
に
追
い
こ
む
。
そ
こ
で
、
特
定
道
路
で
の
速
度
と
交
通
量
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
弾
力
性
を
導
き
出
す
こ
と
に
す
る
。
次
の
回
帰
方
程
式
か
ら
ズ
の
特
定
量
xO
の
時
の
弾
力
性
L
C
x
o
)
を
求
め
う
る
。
ヽ
／
＞
、
／
y
1
1や
x
+
R
＄
：
・
:
回
幸
宗
蕊
）
 
／ヽdy
 
L
(
x
o
)
1
1
袖
（
叶
？IIN0
Y
X
o
 
t
i
l
l
o
+
l
o
g
d
;
 
＞
＞
＞
 
但
し
y
N
0
1
1
翌
;
o
+
R
a・: ． 
油
澪
9
と
な
る
。
N
…
…
冷
嗣
陶
9
も
し
T
,
1
1
C
1
d
1
,
t
,
1
1
l
o
g
T
,
な
ら
ば
(
T
は
通
行
料
）
P
i
l
l
C
i
+
l
o
g
(
l
+
d
i
)
 
Pi11log P,, 
c;11logC, 
=
C
;
(
l
+
d
i
)
 
X
,
 
d
C
,
)
 
P
,
1
1
c
,
(
1
+
0
1
.
N
利
f
但
し
、
と
す
る
と
、
d
C
;
 
．
 
d
X
;
 
P
;
1
1
涸
準
濤
迎
=
C
,
+
X
,
P
は
価
格
、
従
っ
て
、
C
は
単
位
費
用
、
X
は
交
通
量
、
y
•
•…
•
巌
涛
）
五
五
d
は
弾
力
性
と
す
る
。
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課
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
更
に
低
い
点
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
都
市
に
お
い
て
三
〇
哩
と
い
う
比
較
的
高
速
度
を
前
提
と
し
、
燃
料
税
が
、
単
位
燃
料
当
り
長
距
離
走
行
可
能
な
車
両
へ
転
換
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
燃
料
税
を
都
市
で
は
三
三
セ
ン
ト
、
地
方
で
は
一
0
セ
ン
ト
と
弾
力
性
に
従
っ
て
差
別
を
つ
け
る
と
少
数
の
大
都
市
を
除
ぃ
て
、
地
方
か
ら
都
市
へ
燃
料
密
輸
が
横
行
す
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
試
み
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
有
料
道
路
の
大
部
分
に
通
行
料
を
課
す
口
実
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
混
雑
が
全
く
な
い
か
あ
っ
て
も
極
め
て
小
だ
か
ら
で
あ
る
。
貨
物
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
燃
料
税
に
反
映
さ
れ
る
如
き
よ
り
以
上
の
社
会
的
費
用
を
生
じ
る
か
ら
、
燃
料
税
以
外
に
特
別
哩
税
を
第3表 時速30マイルのとき 1マイル
当り運転費 (1959年）
費 用 項 目 l運転費
ガソリン (1ガロソ15マイ セント
ルと仮定） （1) 1.40 
潤 滑 油 .21 
ク ィ ャ な ど .35 
維 持 費 1.00 
償 却 費 （使用者） 1.12 
運 転 費 小 計 4.08 
時 問 (2) 7.00 
1マイル当り費用合計 11.08 
註(1)
(2) 
(3) 
1ガロン20セント（課税前）
1台1時間2ドル
A.A. Walters, op. cit. p.691. 
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当
り
運
転
費
（
第
三
表
）
が
都
市
燃
料
税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
そ
れ
か
ら
適
正
燃
料
税
の
最
低
値
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
哩
当
り
ニ
・
ニ
セ
ン
ト
と
い
う
値
が
適
正
燃
料
税
で
あ
る
が
、
実
際
は
T
;
=
C
;
d
;
=
l
l
.
0
8
X
0
.
2
=
=
a
2
.
2
 
若
干
の
資
料
か
ら
算
出
し
た
0
・
ニ
と
い
う
弾
力
性
と
乗
用
車
の
一
哩
明
し
た
。
良
好
な
都
市
道
路
の
閑
散
時
の
交
通
量
の
そ
れ
と
略
々
等
し
い
こ
と
が
判
そ
の
結
果
、
最
良
の
道
路
の
あ
る
都
市
の
平
均
交
通
量
の
弾
力
性
は
、
＞
翌
。
L
(
x
o
)
1
1
>
>
 
ゃ
B0+a
五
六
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い
ま
、
所
与
の
道
路
に
お
い
て
、
第
二
図
に
よ
れ
ば
、
約
―
二
0
両
に
て
弾
力
性
は
無
限
大
と
な
る
。
最
適
交
通
流
量
を
得
る
た
め
に
必
要
な
需
要
の
弾
力
性
は
資
料
が
な
い
の
で
、
第
三
表
か
ら
七
〇
ー
―
1
0両
の
範
囲
の
時
速
一
七
哩
の
と
き
の
一
哩
当
り
費
用
は
約
一
九
セ
ン
ト
と
推
定
さ
れ
、
燃
料
税
が
適
用
さ
れ
、
第
二
図
か
ら
弾
力
性
を
0
．
七
と
す
る
と
一
哩
当
り
通
行
料
は
約
一
0
セ
ン
ト
と
な
る
。
同
様
に
し
て
、
弾
力
性
一
な
ら
ば
八
・
五
セ
ン
ト
と
な
る
。
A.
A. W
a
l
t
e
r
s
の
推
算
で
は
一
五
セ
ン
ト
の
通
行
料
が
望
ま
第 2図 交通量と時間との関係
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
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察
（
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）
五
七
0
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3
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1
 
走
行
所
要
時
間
（
分
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第 3図 速度と密度との関係
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(S) 
◎ 
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12分間毎に乗入れる車両数
A.A. Walters, op. cit. p.694' 
log D (¥=o)-log D 
（註） A.A. Walters, op. cit. p.693. 
道
路
交
通
需
要
の
増
大
か
ら
道
路
上
の
車
両
密
度
が
大
と
な
り
交
通
流
量
が
激
減
す
る
こ
と
は
、
今
日
交
通
麻
痺
の
問
題
と
し
て
世
論
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
費
用
曲
線
を
利
用
し
て
最
低
速
度
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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第4表 乗用車速度と通行料
速度（哩） I 道路 I 道路 lI
35 9.0セント／哩 7.8セント／哩
30 14.4 12.3 
25 28.3 22.8 
20 94.5 62.0 
現行通行料 l50. セント I 40.oセント
哩当り現行通行料I35.3セント／哩1 1.07セント／哩
（註）（1) 最大流量時の速度は道路Iでは17.00哩，
路Iでは15.77哩
(2) A.A. Walters: The Theory and Measur-
ement of Private and Social Cost of 
Highway Congestion. Econometrica, Vol. 
29. No.4. 1961. p.696. 
道
K
.
S
j
は
そ
れ
ぞ
れ
費
用
・
定
数
・
所
与
の
速
度
と
す
る
。
し
い
と
さ
れ
、
こ
の
と
き
の
交
通
量
は
―
1
0
|
―
二
0
両
で
速
度
は
―
ニ
ー
一
四
哩
と
な
る
。
道
路
上
の
車
両
密
度
と
速
度
と
に
よ
っ
て
適
正
通
行
料
の
算
出
を
試
み
る
。
第
三
図
に
示
さ
れ
る
如
く
、
速
度
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
密
度
は
減
少
す
る
。
し
か
し
こ
の
比
例
的
関
係
は
低
速
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
、
こ
こ
で
密
度
・
速
度
を
そ
れ
ぞ
れ
D
.
s
と
し
て
、
そ
の
積
X
を
交
通
流
量
と
す
る
。
流
体
動
学
か
ら
導
入
さ
れ
た
次
式
を
用
い
て
、
交
通
流
量
を
表
わ
す
と
、
に
つ
れ
て
密
度
は
更
に
減
少
し
第
一
二
図
の
破
線
を
辿
る
。
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
速
度
の
弾
力
性
は
次
の
如
く
な
る
。
x
 
d
s
 
{3 
.
＂
"
＂
 
s
 
d
x
 
f3ー
S
特
定
道
路
の
能
力
速
度
8
は
次
式
よ
り
得
ら
れ
る
。
但
し
h
.
a
を
そ
れ
ぞ
れ
車
両
間
隔
・
定
数
と
す
る
。
そ
こ
で
所
与
の
速
度
ま
た
は
所
与
の
通
行
料
に
つ
い
て
の
速
度
の
変
化
に
対
す
る
適
正
通
行
料
Tj
ほ
次
の
如
く
表
わ
さ
れ
る
。
但
し
、
Cj.
S
1
1
p
(
l
o
g
,
hー
l
o
g
,
a
)
S
1
1湘
霙
ー
p
(
I
o
g
x
—
l
o
g
s
)
X
1
1
D
s
 
S
1
1
p
(
l
o
g
D
(
s
1
1
0
)ー
l
o
g
D
)
速
度
が
無
制
限
走
行
速
度
(
S
m
a
x
)
に
接
近
す
る
五
八
!531 
道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
1
1
和
(
P
)
」
第
三
表
の
数
値
を
あ
て
ほ
め
て
h
の
値
を
求
め
る
と
S
j
 
S
i
|
p
 
こ
こ
で
残
さ
れ
た
問
題
は
、
最
大
交
通
流
量
に
到
達
す
る
よ
う
に
道
路
へ
の
乗
り
入
れ
車
両
数
を
減
少
さ
せ
、
通
行
料
を
有
効
な
限
度
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
通
行
料
の
算
出
に
は
需
要
弾
力
性
も
知
る
必
要
が
あ
る
。
山
W
.
J
•
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u
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o
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n
d
 J.A. 
C
o
n
s
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i
n
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o
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r
 T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n
,
 
1958. 
p
p
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w. J•Hudson 
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d
 J.A. 
C
o
n
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t
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t
i
n
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ibid. 
③
E
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T
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o
x
e
l
,
 op. 
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p.254. 
④
C
h
a
r
l
e
s
 A
.
 Taff. 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
M
o
t
o
r
 
T
r
a
n
s
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t
a
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o
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6
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E
m
e
r
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T
r
o
x
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l
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E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
T
r
a
n
s
p
o
r
t
.
 
1955. 
pp.261ー
9.
固
完
備
し
た
資
料
・
技
術
的
問
題
・
適
切
な
資
本
費
の
配
分
な
ど
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
は
少
く
な
い
。
A
.
R. 
F
e
r
g
u
s
o
n
,
0
p
.
 cit. 
pp. 2
2
4
 
ー
5
.
⑥
こ
の
三
種
の
費
用
の
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
―
―
―
-
•
六
形
、
四0
．
七
形
、
四
五
•
六
形
で
あ
っ
た
。
C
.
A
.Taff. 
op. 
cit. 
p.70. 
m
道
路
の
損
粍
の
程
度
に
よ
っ
て
重
量
車
と
軽
量
車
の
道
路
に
対
す
る
影
響
を
見
よ
う
と
す
る
方
法
も
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
自
然
的
歪
み
と
通
過
車
両
の
与
え
る
荷
重
に
よ
っ
て
こ
れ
を
調
べ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
走
行
距
離
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
Clifton
M
.
 G
r
u
b
b
s
 ;
 
甚
だ
低
く
有
効
通
行
料
を
遥
か
に
下
ま
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
k
及
び
〈
8
の
数
値
に
よ
っ
て
Tiを
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
k
=
l
l
.
0
8
x
3
0
1
1
3
3
3
 
Ti11cj(~) 
C
;
1
1
K
]
S
j
 
と
す
る
と
五
九
（
第
四
表
）
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
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現
行
の
通
行
料
は
何
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も
搭
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道
路
費
用
と
自
動
車
課
税
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
一ノ‘
交
通
業
に
お
け
る
競
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、
道
路
費
用
の
負
担
の
問
題
は
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
設
・
維
持
費
用
を
充
分
負
担
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
道
路
の
建
設
は
む
し
ろ
非
利
用
者
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
道
路
費
用
②
 
は
利
用
者
・
非
利
用
者
が
あ
わ
せ
て
負
担
す
る
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
道
路
か
ら
う
け
る
利
益
は
直
接
の
利
用
者
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
用
者
以
外
に
も
及
ぶ
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
道
路
の
建
設
・
改
良
に
伴
う
地
価
の
騰
貴
な
ど
そ
の
著
例
で
あ
ろ
う
。
14 
か
つ
て
は
道
路
利
用
者
に
対
す
る
負
担
は
、
車
両
を
運
転
す
る
特
権
と
燃
料
に
対
す
る
課
税
で
あ
っ
た
が
、
限
界
費
用
価
格
決
定
原
15 
理
を
自
動
車
課
税
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
負
担
は
軽
く
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
道
路
使
用
に
起
因
す
る
費
用
は
小
部
分
で
あ
る
か
ら
一
度
建
設
さ
れ
た
道
路
の
自
由
な
使
用
を
制
限
す
る
如
き
通
行
料
の
徴
収
は
望
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
、
道
路
の
自
由
な
利
用
に
よ
る
混
雑
が
発
生
す
れ
ば
、
社
会
的
限
界
費
用
と
私
的
限
界
費
用
の
間
に
乖
離
が
生
ず
る
。
こ
こ
に
自
動
車
課
税
を
用
い
て
私
的
限
界
費
用
を
社
会
的
限
界
費
用
に
近
ず
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
厚
生
経
済
学
的
資
源
配
分
の
見
地
か
ら
自
動
車
課
税
は
道
路
費
用
以
外
の
規
範
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
路
交
通
用
役
生
産
の
最
適
状
態
へ
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
田
貨
物
自
動
車
ほ
む
し
ろ
補
助
金
を
う
け
て
、
鉄
道
は
納
税
者
の
立
場
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
C
o
n
v
e
r
s
e
,
P
a
u
l
 
D., 
H
a
r
v
e
y
 
W. H
u
e
g
y
 a
n
d
 R
o
b
e
r
t
 V. Mitchell, 
T
h
e
 E
l
e
m
e
n
t
s
 o
f
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 5
t
h
 ed. 
1954, 
p. 
9
9
.
 
③
J
o
h
n
 
R. 
M
e
y
e
r
 a
n
d
 others, 
op. 
cit. 
p. 
7
0
.
 
③
道
路
の
与
え
る
便
益
は
こ
の
よ
う
な
利
用
者
以
外
の
者
に
与
え
る
外
部
経
済
的
部
分
と
、
支
払
っ
た
通
行
料
部
分
お
よ
び
消
費
者
余
剰
的
部
分
と
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
大
石
泰
彦
「
道
路
の
経
済
問
題
」
日
本
経
済
新
聞
、
一
九
六
二
年
五
月
四
日
が
、
残
さ
れ
た
問
題
も
少
く
な
い
。
四
一
般
に
自
動
車
は
道
路
の
建
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④
今
野
源
八
郎
「
ア
メ
リ
カ
道
路
発
達
論
」
三
七
四
ー
七
頁
。
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